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チューリツプの分球に関する研究
（3）　球根貯蔵温度並びに湿度の影響について

倉岡唯行⑧吉野蕃人

Tadayuki　KURAOKA and．　Shigeto YOSHINO

　　　　　　　Stu．d1es　on　tlhe　Separat1on　of　Tu．11p

（3）　The　effect　of　te㎜perature　and　hum1d－1ty　dunng　the　t1me　of　storm＆

　　　　　　　　緒　　　　言

　我が国のチューリヅプ球根には肥大性より小球性晶種

と称している晶種の一群がある。これ等の晶種は販売上

にも特別の規格が設けられていた。然し世界の球根市場

では我が国の如き特別な規格は無く，すぺての晶種が同

一の規格のもとに取扱われている。世界市場で競争を行

う目本の球根としても，何がその原因となり争如何にす

れぱ之を打開出未るかを究明する必要がある。

　この原因の一つとして考えられるものに夏季の温度が

ある。オランダは夏季冷凍な欧洲型気候に属しているこ

とから，夏季の球根貯蔵温度が我が国より非常に低く，

これが原因するのではないかと云うこと。更に従未より

球根の貯蔵条件が翌年牧穫時の分球，肥大に影響がある

と云われて未ていることである。これに関する研究も

一，二行われている。然しこれらの研究は何れも温度と

　　　　　　　　　　　　　　．矛1表　球根 貯

湿度が錯然とした条件の下に行われているし，供試品種

も満足の行く晶種が用いられていない。そこで筆者等は

温度と湿度の条件を分離し，供試品種も小球性晶種を用

いて，貯蔵温度及び湿度がはたして牧量に影響するかど

うかを調査した。本研究を行うに当り，終始懇切な御指

導を頂いた天野農場長に深く謝意を表する次矛である。

　　　　　　　　材料及ぴ方溝

　1954年島根県簸川郡大杜町砂土に於て生産された小球

性晶種C1ara　Buttの球周／0cmの球根を使用した。

　7月下旬より球根の貯蔵を開始し，同一湿度下で温度

差のある貯蔵場として枢江域，城山の深井戸を使用し

た。貯蔵場所は常時空中湿度98％であり1各区の温度は矛

1表の如くであつた。
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7月下旬
最高

31，0

25，0

22，1

18，0

15．0

最低

22，2

22，1

20，0

／7，2

14．5

平均

26，6

23，6

21．1

1ア．6

14．8

8月上旬
最高

313
25，3

22，0

18，5

／5．0

最低1平牟

22，3

22，1

20，0
／8，0

14．7

26，8

25，7

21，0

18，3

14．9

§月中旬
最高1最低

32’，2

27r8

22，8

18，8

15，0

252
232
20，6

／7，6

／4．ろ

平均

28，7

25，5

21，7

18，2

14．7

8　月下旬
最高

3／．9

27，0

22，5
／8，1

14．5

最低1平均

23，0

22，5

20，0
／7，2

14．0

27，5

24，8

21，3

／7，7

／4．3

9　月上旬

9　月　申　旬

最高1最低
30，5

25，5

22，0

18，0

14．5

18，0

19，5

19，0

17，2

14．0

平　均

24，3

22，5

20，5

17，6

／4．3

9　月　下旬

最　高

27，5

22，5

20，0

18，0

15；5

最低
16，0

16，0

／7，0

17，0

／4．5

平　均

2／．8

19，3

18，5

17，5

15．0

最高

30，5
24，／

22，0

18，0

／4．5

最低1平均

21，5

21，1

／9，0

17，4

14．0

26，0

22，6

20，5

17，7

14．3

／0　月　上　旬

最高

21，5

22，0

19．5

1ア．5

15．5

最低

16，0

15，5

／6，0

／6，0

／4．5

平均

18，8

18，8

／7，8

／6，8

／5．0

10月　中　旬

最高1最低1平均

22，0

21，0

19，0

17，0

／5．0

／6，0

14，0

15，0

15，0

14．0

／9，0

17，5

17，0

16，0

14．5
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　又同一温度下で湿度差をつげるため，硫酸の濃度と平

衡する空気の関係湿度を利用し160％・75％・90％に保

つ様にデシケータを使用し，一週聞毎に湿度を点検し

た。デ！ケータ所在場所の貯蔵期問中温度は矛2表の如

くであつた。

　　　　矛2表　　デシ’ケータ貯蔵申の温度

大学附属神西農場に槍けげた。肥料は窒素8貫，燐酸7

貫，加里／0貫を与えて一般の球根栽培と同様に行つた。

栽培圃場は地下水位6尺の砂丘地であり、覆土は球底よ

り5寸とした。
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以上の如く貯蔵した球根を1954年10月22日に島根農科

　　　　　　　　　　　　矛3表　貯蔵温度が球根に与えた影響

　　　　　　　　結果並1びに考察

　（且）週慶の影響

　貯蔵申の温度が球根に与えた影響は矛3表の如くであ

づた。即ち球根の減量歩合は1区が5．9％，2区が3．5

％，3区が5．8％，4区が3．2％，5区が2．6％と高温よ

りも低温で貯蔵した方が減量率が少ない。更にノーズσ

／区1・由区 3　　区 4　　区 5　　区
水準5％に於げる
有意差の有無

一球当種球重量
貯蔵前 14．47土0．74 14．20士0．76 14．20±0．76 14．47士0．74 14．47±0．74 無し

（9r） 貯蔵後 、13．53±0．79 ／3．87士0．7コ ／3．93士0．80 15．97士0．89 14．03±0．88

長 一2．68 2．70 3．02 3．86 4．12 1：4／：52：4
植　付　　時 巾 2．42 2．38 2．62 2．94 3．08 2：53143：5

厚
の問に有意差有り

中心内仔球
1．02 1．06 1．12 ／．32 1．44 1121：32：3

枚数 4 4 4．4 5 5
4：5

（皿皿） の間には有意差無し

伸長度，牧穫時最も問題とな1る申心内仔球の発育の総て

が高温貯蔵より低温貯蔵の方がよく，温度差の僅少な1

区：2区箏／区：3区，2区：3区，4区15区の間を

除いた他の区問では明らかな差を生じた。即ちこれは高

温程呼吸作用が盛んとなり，自体の養分を消耗するのに

対して，低温程呼吸作用が衰え，貯蔵養分の変化が促進

され，速に発青発根の態勢が整えられたわげである。こ

の様な球根を植付げたので，途中／1月25目掘上調査の折

もこの儘の発育差があり・発芽・開花も亨区が最も早

く，これに4区，3区，2区，／区の順に続いた。この

　　　　　　　　　　　　　　　　矛4表　　貯蔵

様な状況で生育したものを牧穫した緒果は矛4表の如く

であつた。分球数では1区とろ区が4区に対して水準5

％で有意差が有る外は・他区間には有意差が生じなかつ

た。豊田氏も富山でW1111a血P1ttを用いて行つた結果ラ

貯蔵中の温度差は，分球数に明らかな傾向はみられなか

つたと述ぺ，筆者等が先にWi11ia皿Pittを用いて行つた

結果でも同様であつた。

　中心内仔球の肥大性については，予期に反して各区間

に有意差が生じなかつた。更に中心内仔球の大ぎさが総

て／59r前後の重量にしか肥大しなかつたこと惇，小球性

温度・と　牧　量

l1　区

分球数（個）

中心内仔球（gr）

422士013

14．5士1．83

2　　　区

3．78士0．22

18．4土1．69

・　区」・ 区1・　区
3．88＝』0．77

15．6士2．05

3．15土0．85

15．6土3．21

3．59：ヒ0．69

15．4土3，8／

水準5％に於ける有
意差の有無

114ろ：4の問に有意
差有り，其の他の問に
は有意差無し
各級問に有意差無し

晶種としての性質を端的に表わしたものである。

　オランタで行つた試験では，20．Cに7週間置き次い

で1ア。Cに4週間貯蔵したものが最も大ぎな中心内仔球

を生産したと述ぺている。此の温度に相当するのは3区

であるが，本実験ではオラソダで行つた結果とは異つて

いる。富山で豊田氏がWil1iam　Pittを用いて行つた試験

では夏季最高温度24．Cの土蔵内地下室，25oCの定温器

に貯蔵したものが普通区に比較して増牧していると述ぺ

ている。又筆者等が夏季最高温度31oCの海岸性砂丘地の一

神西農場百葉箱・夏季最高温度3rCρ標高420mの申叫

問地の三瓶農場百葉箱ラ夏季最局22．Cの松江横穴のそれ

ぞれで貯蔵した結果では，低温貯蔵のものが多牧性を示

してはいたが，豊田氏，筆者等共に肥大性より云えぱ大

球性に属するW1111alm　P1枕を用いた結果であつたものと

思われる。即ちW11ha血P1ttの如く高温な場所で貯蔵さ

れた球根でも，前記砂丘畑で栽培してよく肥犬するもの
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は・更に貯蔵条件に恵まれればより以上に肥大するもの　　けで他区問には無く，中心内仔球は各区間に有意差が無

と思われる。．ごれに対してC1ara　Buttの様な小球性晶　　かつた。

種では・貯蔵中の温度が占める条件よりも栽培立地条件　　　以上の結果からして，貯蔵中の湿度の影響は高い湿度

の占める部位が甚だ強く，貯蔵温度の影響が表われない　　の所が幾分分球数が多いが，中心内仔球はそのまふ小球

ものと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’性品種としての性格を呈出し，貯蔵湿度の条件よりも，

　（2）爆度の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栽培条件の方がよg強い条件であると思われる・

　貯蔵中の湿度が球根に与えた影響は矛写表の如くであ　　　以上の如く温度，湿度共に小球性品種の分球，肥大性

　　　　　　　　　　矛5表　　貯蔵湿度が球根に与えた影響　　　　　　　　　　　に対しては予期に反して

（・）・・％一（・）・・％
（3）90％ 水準5％に於げ

る有意差の有無

一球当種球重量 貯蔵前 14．37士0．72 14．43土0．64 14．43土0．64無し

（9r） 貯蔵後 11．83土0．82 12．80土0．86 12．93土0．80

長 1．22。 2．58 1．18 1：2　／：3　2：3

植　付　時 巾 1．44 2．34 1．06 の問に有意差有り

中心内仔球
厚 0．6 0．96 0．56

（皿m） 枚数 3 4 3

殆んど影響を与えないと

云う事苧判明したわげで

ある。従つて小球性晶種

を他の晶種と同様に肥犬

さす為には貯蔵方法以外

の，小球性たらしめる条

件を探究せねぱならぬこ

とムなつて未た。

矛6表 貯蔵湿度と牧量

分球数（個）

中心内仔球（gr）

（1）60％

3．47±I；0．99

13．82：ヒ4．44

（・）・・％い・〕・・％

3．27土0．86

15．50士3．93

4．06：ヒ1．16

12．93士2．44

水準5％に於げる
有意差の有無

2：3の聞に有意差有り
1：2　1：3の問には無し

有意差なし

つた。球根の減量歩合は60％区17．7％，75％区／0．9％，

90％区10．5％と湿度の多い区程減量は少くなつて来てい

る。しかしノーズ，中心内仔球などの発育は一定の傾向

を示さず，更に一般に比較して発育度が頗る劣り，減量

歩合に比例していない。この原因は不明である。三者三

様に発育した球根は，其の後も75％区最も良く，次いで

90％区で60％区が最も劣つており，この状態が開花期迄

続いていた。

　貯蔵湿度と牧量との関係は矛6表の如くである。

　分球数に於ては75老区と90％区の間に有意差があるだ

　　摘　　　要
（1）貯蔵申の温度並びに

　湿度条件が，チユ』リ

　ヅプ小球性晶種の原因

　となるかどうかを調査

　した。

（2）貯蔵温度の高低は小球性晶種の中心内仔球の肥大性

　には影響を与えない。

（3）貯蔵湿度の多寡は小球性晶種の申心内仔球の肥犬性

　には影響を与えない。
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（1）We　m▽est1gated　the　effect　of　temperature

　and」1umld－1ty，d－11凹ng　storage．on　the　b口1b　separ・

　at1on　of　var1et1es　of　s＝ma11er　k1nd－s　m　Tu11p。

（2）　Defferencθof　a1r　te皿perature　durmgstorage，

　had　no　effect　on　the　deve1opment　of　the1nner・

　most　vegetat1on・Pomts　of　the∀ar1et1es．

（3）　saIne　as　d1fference　of　a1r　hu1皿1d1ty何


